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労働者調査 結果の概要

令和元年度
仕事と介護の両立等に関する実態把握のための調査研究事業

令和２年３月



2© 2020 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

目次

Ⅰ．実施概要 １

Ⅱ．結果概要 ２

１．回答者の概要 ２

２．調査結果の主なポイント ５

（１）手助・介護の状況 ５

（２）介護離職者の状況 ９

（３）介護に関する知識 12

（４）勤務先の制度の利用状況 14

（５）介護休業に関する考え方 16



Ⅰ．実施概要



4© 2020 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

実施概要

◆調査対象数および有効回答数：

◆調査方法：ウエブ上でのモニター調査

◆調査時期：令和2年1月

割付 調査対象数 有効回答数
①正社員労働者
ア．40～59歳 就労中の正社員労働者 男性 1000 1000
イ．40～59歳 就労中の正社員労働者 女性 1000 1000

②介護離職経験者
ア．40～59歳 介護離職を経験した者 男性 1000 1000
イ．40～59歳 介護離職を経験した者 女性 1000 1000

③有期契約労働者
ア．40～59歳 就労中の有期契約労働者 男性 200 200
イ．40～59歳 就労中の有期契約労働者 女性 200 200
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１．回答者の概要

回答者の平均年齢については、正社員が48.3歳、有期契約労働者が49.7歳、介護離職経験者が49.4歳であった。

図表 回答者の年齢
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 (n=2,000)

現在正社員

50人以下

51～100人

101～300人

301～1,000人

1,001人以上

無回答

31.5%

11.6%

15.0%

13.7%

28.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 (n=400)

現在有期契約労働者

50人以下

51～100人

101～300人

301～1,000人

1,001人以上

無回答

26.3%

15.8%

18.0%

16.0%

24.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 (n=2,000)

介護離職経験者

50人以下

51～100人

101～300人

301～1,000人

1,001人以上

無回答

38.7%

13.0%

14.9%

12.2%

21.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．回答者の概要

回答者の勤務する会社の従業員数については、正社員、有期契約労働者、介護離職経験者のいずれも「50人以下」が最も多く、
次いで「1,001人以上」であった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために退職した会社についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 回答者の勤務する会社の従業員数

「手助・介護」の定義：日常生活における入浴・着替え・トイレ・移動・食事などの際に何らかの手助けをする場合。
なお、具体的には、排泄や入浴等の「身体介助」、施設や遠距離での「介護」に加え、定期的な声かけ（見守り）、食事の支度や掃除、洗濯などの家事、
ちょっとした買い物やゴミ出し、通院の送迎や外出の手助け、入退院の手続きや金銭の管理などの「手助け」も含むこととする。
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１．回答者の概要

現在の仕事の内容については、正社員、有期契約労働者、介護離職経験者のいずれも「事務職」が25.7％～35.1％で最も多く、
次いで「医療、保健、福祉、教育分野の専門職・技術職」が14.0％～19.5％と多かった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 現在の仕事の内容

介護離職経験者

(n=2,000)

現在有期契約労働者

(n=400)

現在正社員

(n=2,000)
19.5

14.0

18.5

12.6

8.3

12.0

35.1

26.0

25.7

13.3

11.5

12.3

3.7

12.8

11.1

8.1

13.8

7.2

5.1

7.5

4.3

2.8

6.3

9.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療、保健、福祉（保育・介護等）、教育分野の専門職・技術職

上記以外の専門職・技術職

事務職（一般事務、企画、広報、経理など）

営業・販売職（店員、不動産販売、保険外交、外勤など）

サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、清掃など）

生産現場職（製品製造・組立、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産加工など）

運輸・保安職（トラック運転手、船員、郵便等配達、通信士、警備員など）

その他

無回答
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２．調査結果の主なポイント
（１）手助・介護の状況

父母の「手助・介護」の要否について、正社員および有期契約労働者では「不要」が90％前後であった。
介護離職経験者の場合は、本人の親については「不要」が約50％、配偶者の親については「不要」が60％台であった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 父母の「手助・介護」の要否
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２．調査結果の主なポイント
（１）手助・介護の状況

回答者の父母の介護保険の認定申請については、正社員、介護離職経験者は「認定を申請していない」が最も多かった。
配偶者の父母の認定申請については、正社員は「わからない」、介護離職経験者は「認定を申請していない」がそれぞれ最も多かっ
た。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 父母の介護保険の認定申請
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２．調査結果の主なポイント
（１）手助・介護の状況

父母が利用しているサービスについては、「通所系サービス（デイサービス等）」、「訪問系サービス（ホームヘルプ等）」、「施設系
サービス（特養・老健施設等）」が他のサービスと比べて多かった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 父母が利用しているサービス

7



12© 2020 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

２．調査結果の主なポイント
（１）手助・介護の状況

父母の「手助・介護」について負担している費用については、正社員および有期契約労働者は「負担していない（親などが負担して
いる）」が62.0％、70.8％で最も多く、介護離職経験者は「生活費」が41.4％で最も多かった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 父母の「手助・介護」について負担している費用
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調
査
数

１
か
月
未
満

１
～

３
か
月
未
満

３
～

６
か
月
未
満

６
か
月
～

１
年
未
満

１
年
以
上

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

500 68 81 70 67 159 55      -

100.0 13.6 16.2 14.0 13.4 31.8 11.0      -

593 69 85 76 84 211 68      -

100.0 11.6 14.3 12.8 14.2 35.6 11.5      -

189 33 21 22 24 53 36      -

100.0 17.5 11.1 11.6 12.7 28.0 19.0      -

204 21 26 35 25 60 37      -

100.0 10.3 12.7 17.2 12.3 29.4 18.1      -
配偶者の母親

あなたの父親

あなたの母親

配偶者の父親

介護離職
経験者

２．調査結果の主なポイント
（２）介護離職者の状況

介護離職経験者について、「手助・介護」が必要になってから「手助・介護」のために仕事を辞めた時までの期間については、回答者
と配偶者の父母のいずれについても「1年以上」が最も多かった。

※複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 「手助・介護」が必要になってから「手助・介護」のために仕事を辞めた時までの期間
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仕事と「手助・介護」の両立が難しい職場だったため

両立するための職場の両立支援制度や介護サービスを知
らなかったため

施設へ入所できず「手助・介護」の負担が増えたため

在宅介護サービスを利用できず「手助・介護」の負担が増え
たため

自分自身で「手助・介護」すると介護サービスなどの利用料
を軽減できるため

「手助・介護」を機に辞めたが、理由は「手助・介護」に直接
関係ない

その他

無回答

自身の希望として「手助・介護」に専念したかったため

要介護者が「手助・介護」に専念することを希望したため

「手助・介護」をする家族・親族が自分しかいなかったため

自分の他に「手助・介護」する家族・親族はいるが、家族や
親族からの理解・協力が十分に得られなかった又は家族や

親族が「手助・介護」に専念することを希望したため

自分の心身の健康状態が悪化したため

59.4%

11.0%

15.0%

9.6%

8.4%

15.4%

6.9%

17.6%

9.4%

17.3%

6.6%

4.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護離職経験者 (n=2,000)

２．調査結果の主なポイント
（２）介護離職者の状況

介護離職経験者が「手助・介護」を機に仕事を辞めた理由については、「仕事と「手助・介護」の両立が難しい職場だったため」が
59.4％で最も多かった。なお、「「手助・介護」を機に辞めたが、理由は「手助・介護」に直接関係ない」との回答が6.6％あった。

※複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 「手助・介護」を機に仕事を辞めた理由
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調
査
数

非
常
に
負
担
が
増
し
た

負
担
が
増
し
た

変
わ
ら
な
い

負
担
が
減

っ
た

か
な
り
負
担
が
減

っ
た

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

2000 603 521 296 251 198 131      -

100.0 30.2 26.1 14.8 12.6 9.9 6.6      -

2000 480 550 328 304 216 122      -

100.0 24.0 27.5 16.4 15.2 10.8 6.1      -

2000 682 699 379 74 32 134      -

100.0 34.1 35.0 19.0 3.7 1.6 6.7      -

精神面

肉体面

経済面

２．調査結果の主なポイント
（２）介護離職者の状況

「手助・介護」を機に仕事を辞めた後の自身の変化については、精神面では「非常に負担が増した」が30.2％、肉体面では「負担が
増した」が27.5％、経済面では「負担が増した」が35.0％でそれぞれ最も多かった。
「非常に負担が増した」と「負担が増した」を合わせると、精神面、肉体面では50％超、経済面では70％近い割合であった。

※複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 「手助・介護」を機に仕事を辞めた後の自身の変化
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２．調査結果の主なポイント
（３）介護に関する知識

介護に関して知っていることについては、正社員および有期契約労働者は「どれも知らない／あてはまるものはない」がそれぞれ
39.7％、52.1％と最も多かった。
それに対して介護離職経験者は、「地域の相談窓口」（40.9％）をはじめとしたほとんどの項目について30％超であった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 介護に関して知っていること

勤務先での相談先

どれも知らない／あてはまるものはない

無回答

介護休業制度の内容

介護休暇制度の内容

介護休業給付金の内容

介護保険制度の仕組み、認定手続き・利用方法

介護保険制度で利用できる介護サービスの種類、時間、回数

介護事業者の種類や介護サービスの内容

介護保険料や介護サービスを利用するための費用

介護予防のためのサロン、通いの場等での活動内容、利用方法

地域の相談窓口

29.5%

27.8%

15.6%

25.7%

27.4%

27.8%

27.0%

14.3%

31.6%

22.4%

39.7%

0.0%

10.4%

8.3%

12.5%

27.1%

18.8%

22.9%

22.9%

6.3%

33.3%

6.3%

52.1%

0.0%

37.7%

31.9%

28.2%

37.9%

35.7%

35.7%

34.3%

21.9%

40.9%

20.4%

29.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在正社員 (n=237) 現在有期契約労働者 (n=48) 介護離職経験者 (n=2,000)
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２．調査結果の主なポイント
（３）介護に関する知識

地域の相談窓口として知っている場所や人については、正社員および介護離職経験者は「ケアマネジャー」が63.3％、58.9％と最
も多く、次いで「自治体」がそれぞれ47.7％、54.2%であった。
有期契約労働者は「自治体」が58.3％と最も多く、次いで「ケアマネジャー」が56.3％であった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 地域の相談窓口として知っている場所や人
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 調
査
数

介
護
休
業
制
度

１
日
単
位
で
の
利
用

半
日
単
位
で
の
利
用

時
間
単
位
で
の
利
用

【

年
次
有
給
休
暇
制
度

】
１
日
単
位

で
の
利
用

【

年
次
有
給
休
暇
制
度

】
半
日
単
位

で
の
利
用

【

年
次
有
給
休
暇
制
度

】
時
間
単
位

で
の
利
用

無
給
の
休
暇
制
度
を
利
用

有
給
の
休
暇
制
度
を
利
用

１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る

制
度

週
ま
た
は
月
の
所
定
労
働
日
数
を
短

縮
す
る
制
度

始
業
・
就
業
時
間
の
繰
り
上
げ
・
繰

り
下
げ
で
き
る
制
度

（
時
差
出
勤
制

度

）

73 3 6 4 1 21 18 10 3 17 3 1 3
100.0 4.1 8.2 5.5 1.4 28.8 24.7 13.7 4.1 23.3 4.1 1.4 4.1

44 2      - 1 1 2      - 1      - 2 1 1 1
100.0 4.5      - 2.3 2.3 4.5      - 2.3      - 4.5 2.3 2.3 2.3

13      -      - 1      - 2      -      -      - 2      -      - 1
100.0      -      - 7.7      - 15.4      -      -      - 15.4      -      - 7.7

7      - 1      -      - 1      -      -      - 1      -      -      -
100.0      - 14.3      -      - 14.3      -      -      - 14.3      -      -      -

784 187 137 80 60 196 114 63 80 148 60 41 55
100.0 23.9 17.5 10.2 7.7 25.0 14.5 8.0 10.2 18.9 7.7 5.2 7.0

445 82 61 37 25 72 40 27 24 58 26 18 24
100.0 18.4 13.7 8.3 5.6 16.2 9.0 6.1 5.4 13.0 5.8 4.0 5.4

 時
間
外
労
働

（
残
業
・
休
日
勤
務

）
を
免
除
す

る
制
度

時
間
外
労
働

（
残
業
・
休
日
勤
務

）
を
制
限
す

る
制
度

（
１
か
月
2
4
時
間

、
１
年
1
5
0

時
間
を
超
え
な
い
な
ど

、
制
限
を
す
る
制
度

）

深
夜
業
を
免
除
す
る
制
度

フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

裁
量
労
働
制
度

在
宅
勤
務
制
度

テ
レ
ワ
ー

ク

、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
な
ど

、

在
宅
以
外
で
勤
務
で
き
る
制
度

遅
刻

、
早
退
又
は
中
抜
け
な
ど
の
柔
軟
な
対
応

勤
務
先
が

、
費
用
を
助
成
す
る
制
度

共
済
互
助
会
や
労
働
組
合
な
ど
勤
務
先
以
外

が

、
費
用
を
助
成
す
る
制
度

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

     - 2 1 6 1 3 4 7 1      -      - 31      -
     - 2.7 1.4 8.2 1.4 4.1 5.5 9.6 1.4      -      - 42.5      -

1      -      -      -      -      - 1 1      -      -      - 34      -
2.3      -      -      -      -      - 2.3 2.3      -      -      - 77.3      -

     -      -      -      -      -      -      - 2      -      -      - 9      -
     -      -      -      -      -      -      - 15.4      -      -      - 69.2      -
     -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      - 6      -
     -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      - 85.7      -

45 35 33 45 43 39 42 63 41 30 14 345      -
5.7 4.5 4.2 5.7 5.5 5.0 5.4 8.0 5.2 3.8 1.8 44.0      -
21 23 19 21 20 18 24 20 24 24 7 225      -
4.7 5.2 4.3 4.7 4.5 4.0 5.4 4.5 5.4 5.4 1.6 50.6      -

現在
正社員

回答者

配偶者

現在有期
契約労働者

回答者

配偶者

介護離職
経験者

回答者

配偶者

回答者

配偶者

回答者

配偶者

回答者

配偶者

現在
正社員

現在有期
契約労働者

介護離職
経験者

２．調査結果の主なポイント
（４）勤務先の制度の利用状況

回答者（と配偶者）が「手助・介護」を始めてからの、「手助・介護」のための勤務先の制度の利用状況については、正社員、有期
契約労働者、介護離職経験者の全てにおいて「利用していない」が最も多かった。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。
図表 「手助・介護」のための勤務先の制度の利用
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２．調査結果の主なポイント
（４）勤務先の制度の利用状況

「手助・介護」のために勤務先の制度を利用しなかった理由については、正社員、有期契約労働者、介護離職経験者のいずれも
「介護休業制度等の両立支援制度が整備されていなかったため」が最も多く、それぞれ35.5％、22.2％、38.3％であった。
また、有期契約労働者については、「介護サービスを利用できたため」「家族・親族の理解・協力が十分に得られたため」「どのように介
護休業制度等の両立支援制度と介護サービスを組み合わせれば良いかわからなかったため」「その他」も同じく22.2％であった

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 「手助・介護」のために勤務先の制度を利用しなかった理由

職場で相談窓口がなかったり
（わからなかったり）、

相談できる上司・同僚等がいなかったた
め

代替職員がいなかったため

上司・同僚が介護休業制度等の両立支
援制度を利用することを望まなかったた

め

介護休業制度等の両立支援制度が整備
されていなかったため

介護休業制度等の両立支援制度の利用
要件を満たしていなかったため

介護休業制度等の両立支援制度を
知らなかったため

介護休業制度等の両立支援制度
を利用している人がいなかったため

介護休業制度等の両立支援制度を
利用しにくい雰囲気があったため
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6.5%

12.9%

3.2%

12.9%

9.7%

6.5%

19.4%

22.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

38.3%
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17.1%

11.9%

11.3%

11.0%

20.0%

20.0%
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現在正社員 (n=31) 現在有期契約労働者 (n=9) 介護離職経験者 (n=345)

労働時間が長かったため

介護休業等の両立支援制度を利用すると
収入が減るため

人事評価など待遇に悪影響がでる可能性
があったため

他に必要となった時に利用したかったため

介護サービスを利用できたため

家族・親族の理解・協力が十分に得られた
ため

どのように介護休業制度等の両立支援制
度と介護サービスを組み合わせれば良い

かわからなかったため

その他

無回答
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0.0%
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0.0%
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0.0%

0.0%
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22.2%
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0.0%
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2.9%
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1.7%

5.2%
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19.7%

7.0%

0.0%
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２．調査結果の主なポイント
（５）介護休業に関する考え方

介護休業に関する考え方
・A：介護休業期間は主に仕事を続けながら介護をするための体制を構築する期間である
・B：介護休業期間は介護に専念するための期間である

については、正社員、有期契約労働者、介護離職経験者いずれも「どちらともいえない」が最も多かった。
正社員と介護離職経験者ではA（およびどちらかというとA）とB（およびどちらかというとB）に大きな違いはないが、有期契約労働
者ではB（およびどちらかというとB）が多くなっている。

※介護離職経験者は「手助・介護」のために仕事を辞める前の状況についての回答。また、複数回の介護離職の経験がある場合には直近の経験についての回答。

図表 介護休業に関する考え方
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